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光学的なエイドや閉回路テレビ (CCTV)

などの電子的なエイドが一定の効果を

上げており，その処方は，比較的最近眼

科医療の延長線上で行われるように

なってきたロービジョン・クリニック

の主な役割になっている．ただ，多様な

ロービジョンの状態に対して適切なエ

イドを処方することは困難で，臨床現

場では試行錯誤の段階にあると言える．

簡便かつ適切・客観的に処方できるよ

うな方法が開発できれば，より多くの

臨床現場で，もっと手軽にロービジョ

ンへのサービスを行うことができるよ

うになる．

　ロービジョンの読書について，ここ十

数年の間に行われた基礎研究の結果，狭

義の視力や視野だけから，読書の成績を

予測することは困難であることが分かっ

てきた．年齢や発達の要因が与える効果

は，視覚の問題よりも大きい(Legge et al,

1992)のは，読書という課題の性格上当然

のことであるが，年齢や知能をある程度

　昨年の視覚障害リハビリテーション

協会研究発表大会での発表( 小田ら ,

1998)に続く続報である．本報告の目的

は，ロービジョンの状態で生活するこ

とを余儀なくされた人に対して適切な

エイド（補助具）を処方するために開発

された簡便な検査表について報告する

ことである．医療技術の進歩にも関わ

らず，社会の老齢化・西洋化に伴い，た

とえば老人性黄斑変性症や糖尿病性網

膜症のように治療できない視覚障害の

ために，機能が低下したままの状態，す

なわちロービジョンで生活せざるをえ

ない人口が増加している．ロービジョ

ンでは，読書ができないことが最も大

きな問題の１つとされている．読書の

困難は，新聞・雑誌・書物が読めないだ

けでなく，テレビ放送における速報字

幕から，預金通帳・住所録，駅やバス停

の行き先・料金表まで読めなくなるこ

とを意味する．読書障害にたいしては，

要旨：昨年に続き，読書視力チャートMNREAD-Jについて，(1). 文章を縦書

きにした MNREAD-Jv を制作し，従来の横書き版と成績を比較した，(2). 同

じチャートを複数回同じ患者に用いた場合に文章を記憶することによる成績

の改善があるかもしれないので，２週間の期間をおいて成績を比較した，(3)

.  漢字の読みに困難のある患者を対象にした平仮名単語のチャート

MNREAD-Jkを制作して，その成績を漢字カナ交じり文のチャートと比較し

た．晴眼被験者の比較の結果(1). 縦書き横書きに違いはなく，(2). 記憶の効果

は無視でき，(3). 漢字のないチャートでは組織的変化があることが分かった．

1.　はじめに



制御したとしても，視力よりも，中心視

野障害の有無や，透光体の混濁の有無の

方が，読書の成績に影響を与えることが

知られている(Legge et al, 1986)．そこで，

あるロービジョンの個人の読書の困難の

程度を知るためには，読書を直接測定す

る必要があることが認識されるように

なった(Ahn et al, 1995)．ミネソタ大学の

ロービジョン研究室では，MNREADとい

う 読 書 検 査 を 長年 開 発 し て き てお り

(Legge et al, 1989)，その集大成として最近

チャート型の検査をニューヨークライト

ハウスから発売している．いくつかの臨

床データ（Bane et al, 1995; Bailey &

Lakshminarayanan, 1997）は，この有効性

を報告しており，読書チャートとして現

在最も有効なものとみなせる．

 今回の報告では，昨年報告した検査

チャートについて，(1). 文章を縦書きに

した版を制作し，横書き版と晴眼者で

成績を比較した，(2). 同じチャートを複

数回同じ患者に用いた場合に文章を記

憶することによる成績の改善があるか

もしれないので，２週間の期間をおい

て晴眼者で成績を比較した，(3). 漢字の

読みに困難のある患者を対象にひらが

な単語のチャートを制作して，その成

績を漢字カナ交じり文書のチャートの

成績と比較したので，これらをまとめ

て報告する．

2. MNREAD-J v：縦書きチャート

　小田ら(1998)の報告にあるMNREAD-

Jチャートは，オリジナルの英語版との

互換性から，横書きであった．これに対

して，日本語の読書材料は，新聞を始め

として殆ど縦書きなので，縦書きの

チャートが望ましいという意見があっ

た．視覚科学のこれまでの知見（苧阪,

1998）から，どちらのチャートで得ら

れた結果も，基本的には異ならないで

あろうと予測されたが，これを実証す

る 必 要 が あ り ， 縦 書 き チ ャ ー ト

MNREAD-J v を作成し，眼疾患・読書

障害のない被験者40名を対象に成績を

比較した．その結果，読書視力について

も(t=0.883, df=78, p>0.05)，臨界文字サ

イズについても(t=1.81, df=78, p>0.05)，

最大読書速度についても(t=0.912, df=78,

p>0.05)，統計的に有意な差をみとめな

かった．もちろん，この結果は，視野障

害のあるロービジョンの患者において

も縦横で差がないということを意味し

ない．実際に，田中ら(1999)は差がある

ケースについて報告している．また，も

し縦書きと横書きで差がないとすれば，

どちらを臨床で用いるべきかについて

は，再考の余地がある．

3. 記憶効果：同じchartを複数回OK？

　同じ文章を複数回読めば，二度目は

初回に比べて，より巧く読むであろう．

同じ文章のMNREAD-Jチャートを同じ

患者に複数回使えば，二度目以降に成

績が向上する可能性がある．つまり，視

覚の検査をしたいのに，記憶の効果が



出てしまうという問題がある．視力検

査表のランドルト環の並び方を覚えて

しまった患者の視力が，本当の視力よ

りも良く出てしまうという問題と同じ

である．MNREADやMNREAD-Jでは，

この記憶の問題を回避するために，記

憶が困難なような，非常に日常的で，使

い捨てされているようなやさしい文章

を読書材料としている．しかし，本当に

記憶の効果を取り除けているかどうか

を実証する必要がある．このために２

週間をおいて，眼疾患・読書障害のない

被験者38名に検査を実施し，同じ文章

のチャートを用いた場合と全く新しい

文章のチャートを用いた場合で成績に

違いが見られるかを調べた．結果は，読

書視力についても(t=0.038, df=22,

p>0.05)，臨界文字サイズについても

(t=0.189, df=22, p>0.05)，最大読書速度

についても(t=0.174, df=22, p>0.05)，統

計的に有意な差をみとめなかった．ま

た，被験者には，2週間前にその文章を

みたかどうかを１つ１つの文章につい

て答えさせた．驚いたことに，まったく

新規の文章を使った場合にも，同じ文

章を繰り返した場合にも，かなり近い

確率（それぞれ 0.60 と 0.65）で見たと

判断していた．つまり，ありきたりの平

易な文章は，記憶効果を回避できると

いうことであり，１枚のチャートを２

週間程度の期間をおいて使って差し支

えないということである．

4.  MNREAD-J k：ひらがなチャート

　MNREAD-Jは，日本人が日常読んで

いる状態をできるだけ忠実に，しかし，

可能な限り等質に制御した検査環境を

作っている．しかし，漢字の読めない子

ども（歓喜ら，1998)や外国人，読書障

害のある患者等の場合には，漢字カナ

交じり文章によるチャートは適してい

ない．このために，ひらがな単語のみか

らなるチャートMNREAD-J k を制作し

た（中村ら , 1999）．この MNREAD-J k

で得られた成績とMNREAD-J で得られ

た成績が，どのように異なるのかを，眼

疾患・読書障害のない被験者33名で比

較した．その結果 Jk は J に比べ，読書

視力は -0.045 logMAR（向上），臨界文

字サイズは変化なし，最大読書速度は

90%（一割低下）になった．漢字がない

分だけ，小さい文字まで読めるという

ことと，ひらがなだけでは，大人には読

みにくいということを表している．そ

れでは，２つのチャートは，異なる能力

を測定しているのかというと，２つの

チャートの測定結果の間での相関は，

読書視力で 0.77，臨界文字サイズで

0.53，最大読書速度で0.73と統計的に有

意かつ高く，同じ読書という行動を測

定しているということができた．
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